



























Impact of Restrictions on Increasing Capacity at Private Universities
in Tokyo 23 Wards











Restrictions of increasing capacity of private universities in Tokyo’s 23 wards will be the beginning of a change in the university’s
management. In this paper, we are specifically exploring what changes will be forced by creating a simple university management
model. First of all, the competition between undergraduate departments must be increased in order to develop efficient educational ac-
tivities. But there is a limit. Universities must increase their weight from educational activities to research activities to achieve sustain-
able contributions to society. As a result, the brand value of the university will rise. At the same time, external incomes such as re-
search funds, subsidies and donations will also increase, and the financial force of universities will be strengthened. Securing external
income is a proof of university brand value and is also a contribution to university finance. Separation philosophy of university manage-
ment will gradually fade, increasing the trend for brand value and financial stability. The changes in university management are clearly
indicated by simulation.







































































































































































































































































































































































































































初期値 初期値 初期値 初期値 初期値 初期値
学部配分 0.65 0.50 0.65 0.65 0.65 0.65
大学の定員 10,000 10,000 12,000 10,000 10,000 10,000
研究活動 1,000 1,000 1,000 2,000 2,000 2,000
一人当たり授業料 0.80 0.80 0.80 0.80 0.95 0.80
外部資金調達力 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 20.00
期間 ブランド価値 基本金 ブランド価値 基本金 ブランド価値 基本金 ブランド価値 基本金 ブランド価値 基本金 ブランド価値 基本金
第０期 100 3,000 100 3,000 100 3,000 100 3,000 100 3,000 100 3,000
第１期 159 2,815 157 3,190 166 3,041 165 1,515 165 3,015 165 2,025
第２期 207 2,691 203 3,425 218 3,139 218 139 218 3,089 218 1,476
第３期 245 2,612 240 3,694 260 3,281 260 ▲1,144 260 3,208 260 1,258
第４期 275 2,571 270 3,987 294 3,457 293 ▲2,347 293 3,360 293 1,299
第５期 299 2,558 293 4,297 321 3,657 320 ▲3,479 320 3,537 320 1,539
第６期 319 2,568 312 4,618 342 3,874 341 ▲4,550 341 3,732 341 1,931
第７期 334 2,595 327 4,945 360 4,104 358 ▲5,566 358 3,941 358 2,439
第８期 347 2,635 339 5,274 373 4,341 372 ▲6,532 372 4,157 372 3,033
第９期 357 2,684 349 5,603 384 4,583 383 ▲7,454 383 4,379 383 3,690




















































































































































































◆ 一人当たり授業料 MJPY 0.8<<MJPY>>
◆ 外部資金調達力 20
◆ 大学の定員 10,000
◆ 学部配分 0.65
◆ 研究活動 2,000
変　　数 定　　　　義
わが国の大学では教育・研究活動と大学経営を
分けて考える傾向が強い。教育・研究活動はブラ
ンド価値の形成に繋がる業務であり，その仕事を
担うのが主として教員である。それに対して大学
経営を運営するのが理事会であり，そこから生じ
る財務の諸問題に取り組みながら最終的に基本金
の形成を決定づけている。
こうした大学経営の２分法は教学と法人という
対立の構図として捉える関係者も多い。それでも
定員を増やし続けることでブランド価値と財務の
安定性が同時に高まっていったので，教学と法人
の間に亀裂が表向き生じていたとしても何の問題
もなかった。
だが，定員増規制のもとでは大学経営の２分法
はいつまでも通じない。定員が一定のもとでは大
学のブランド価値と財務を相互に高めていかなけ
れば行き詰まってしまうからである。教学も法人
もブランド価値の最大化と財務の安定性を目指し
ながら大学運営に取り組んでいかざるを得ない。
東京２３区私立大学の定員増規制は東京一極集
中を解消するための方策として政府から打ち出さ
れたが，その効果は不透明である。東京への人口
流入をどれだけ抑えられるのであろうか。また，
定員割れに悩む地方の私立大学にどれだけ受験生
が向かっていくのであろうか。
政府が意図した政策効果に疑問を持つ人は多
い。だが，私立大学の運営に及ぼす影響はかなり
大きいと思われる。定員増に依存した経営体質を
持つ私立大学にとって経営の方向性を根本から変
えていかなければならないからである。
その一方で依然として大学経営の２分法に固執
する関係者も多いため，その動きは緩慢かもしれ
ない。それでも時間が経過するにつれて収支差額
の変化から基本金が食い潰されていく姿を見れ
ば，ブランド価値と財務の安定性を求める本来の
経営改革が進められていくであろう。
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